
山行日：2020.11.22 個人山行 天候：晴れ 記：ｔｈ

コース：尼寺 BS/7:20－桜山/8:05－白山/8:22－御門橋 BS/8:52 清川村青少年の家

/９:25－石切り場/10:40－福神山/11:20－鐘ケ岳/12:00－山ﾉ神峠/13:45

－七曲峠/14:45－日向山/15:05－日向薬師 BS/16:05

会山行で鐘ケ岳に行くのに合わせて、白山経由鐘ケ岳北尾根から入り 11:30 分に合流する計画で出発

尼寺バス停 7:20 下車、民家脇から白山目指して

公園だけに登山道は良く手入されており気持ちが良い

一旦降って緩やかに登り返すと、桜山に 8:05



白山神社の先に展望台があり、これから向かう鐘ケ岳が見えていた

御門橋バス停から清川村役場へ県道を行く

鐘ケ岳北尾根の福神山への登山口のある別所の湯を通過し、清川村役場 9:20 から山へ向かう

2 年前のヤマレコ情報では下草刈りしてあったが、背丈以上もある藪で一面覆われ取付位置を探しウロウロ

鐘ケ岳

日向山



9:22 堰堤脇から上を目指して強引に登って行く 鹿柵を抜けて

展望がなくコンパスで方向を定めて更に上を目指して行くと最初の道標があった

北尾根に乗ったようだ。鹿柵に沿って滑り落ちないように慎重に 共同アンテナがある

柵沿いにアップダウンを繰り返して、大きな一枚岩を乗り越え更にアップダウンして進む



小ピークに二つ目の道標あり YAMAP で現在位置位置の確認をする

降って行くと左右に踏み跡がある十字路のコル 登り返して行くと鐘ケ岳、大山三峰が見える

急斜面を降り立ったところが旧石切り場 結構倒木があり荒れたコースを南へ

緩やかに登り平坦になったら福神山 11:20、設定時刻より 1 時間遅れており先へ急ぐ



最後の急斜面には仕事道が出来ており感謝感激 登ってきた福神山を振り返る

急登をこなして緩やかになると山頂はあと少し 山頂広場で丁度豚汁支度の真っ最中だった

飛び入りのため鍋焼きうどんにネギ、生卵を入れて 無理やり集合写真に入れてもらう

見城山とこれから向かう日向山 山ノ神峠で日向山へ向かうグループは広沢寺本体と左右に別れる



明るい岩場の斜面をジグザグに林道へ降り立った

二ノ足林道から大沢林道（林道終点は旧弁天ノ森キャンプ場）へ 岩登りの人にもコロナ対応注意書き

大釜弁財天に立ち寄る、3 名の修行者が瞑想中

だった

七曲峠に出て日向山へ



鐘ケ岳が見えている 日向山山頂では樹木が落葉していないため全く展望がなかった

天神峠へ降って 日向薬師堂へ向かう

まだ紅葉の最中だった 行楽の時期なのに参拝客が少ない

仁王門を通過してバス通りに出るとタイミング良くバスが来たので手を挙げて乗せてもらった。


